
10 (月)とよなか男女共同参画推進センターすてつぶ

視察研修会

12 (水)-13 (木)厚生常任委員会先進都市研修
熊本市総合保健福祉センター(ウエルパJレくまもと)・北九州市立
子育てふれあい交流プラザ(元気のもり)視察

13 (木)08教育改革フォーラム
大阪の教育は崩壊しているのか「競争と成果主義イギリスの失敗
から学ぶ」福田誠治さん(都留文科大) 大阪府庁新別館

14 (金)子ども家庭サボーターフォローアップ研修
「改正児童虐待防止法についてJ川原恭子さん(大阪府児童家庭室
家庭支援課育成グル ブ)

17 (月)民主党躍進のつどい

18 (火)枚方市民病院事業運営審議会

市立福知山市民病院視察研修

枚方市総合計画審議会

20 (木)第48回大阪府市議会議員研修会
講演「地方自治体の自立の条件J~第二期分権改革に向けて~
浅野史郎さん(慶慮義塾大学総合政策学部教授)

21 (金)枚方市民病院事業運営審議会

22 (土)民主党11区常任幹事会

第9回ひらかた多文化フェスティパル

23 (日)多民族共生教育フォーラム2008大阪 御堂会館

24 (月)秋のわが町探訪ウォーキング

26 (水)厚生委員協議会

27 (木)北河内地区教組教育改革フォーラム
「大阪の教育が大切にしてきたこと」成山治彦さん(大阪教育大学理事)

28 (金)子ども家庭サポーターフォローアップ研修
「どうしてDVが生まれるのか~ジ工ンダーの視点から語るj

加藤伊都子さん(フェミニストカウンセリング堺)
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8(土)民主党大阪府内一斉街宣行動
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枚方交野の戦跡めぐり

枚方市駅

民主党11区の議員と共に、月 1回駅頭で街頭宣伝活動をしています。
見つけたら、ぜひ声をかけて下さい。

10月
3(金)北河内 4市リサイクル施設組合議会全員協議会

4(土)民主党11区総合選対発足

平野博文衆議院議員支援者集会 北大阪商工会議所

8(水)民主党大阪府連街宣一斉活動 (6日雨のため)樟葉駅

9(木)枚方市追悼式

10 (金)枚方市総合計画審議会

14 (火)-22 (氷)決算特別委員会

15 (水)民主党11区街宣活動

16 (木)民主党11区枚方市議員団会議

17 (金)-18(土)日本女性会議2008とやま

18 (土)r大人から始めるインターネットJ荻上チキさん
グローカルフェミニズム研究会

22 (水)民主党11区街宣活動

25 (土)民主党11区街宣活動

27 (月)民主党11区街宣活動

野村いくよの

活動日誌
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枚方公園駅

香里ケ丘トップワールド前

官2月

1 (月)民主党11区街宣活動

6(木)枚方市総合計画審議会

8(月)憲法第9条を誇りにする会・第5回総会
記念講演「海外へはばたく憲法 9 条~世界会議に参加して~J
藤田昭彦さん(元毎日新聞編集委員)

9(火)-19 (金)2008年枚方市議会第4固定例会開催

9(火)全員協議会

11 (木)連合河北地区協議会第2団地区委員会 メセナひらかた

13 (土)民主党大阪府第11区総支部第8固定期大会

14 (目)レイパーフ工スタ 20080SAKAエルおおさか

枚方市駅

枚方

枚方市駅

30 (木)- 31 (金)
f地方自治と子ども施策j全国自治体シンポジウ

ム 2008in世田谷 世田谷区民会館下北沢センター

官官月

1 (土)枚方市立東香里中学校30周年記念式典

四中フェスティパル

ワークショップ虹まつり

2(日)枚方宿ジャス‘ストリー卜

5(水)中村哲之助府議会議員府政報告と懇談会
枚方市民会館 市政報告をおこないました。

6(木)平和憲法枚方市民の会

7(金)北河内 4市リサイクル施設組合議会

磯島小学校

枚方公園駅前街宣活動

ますございフ新年おめでと

激
動
と
い
う
言
葉
が
決
し
て
過
言
で
は
な
い

一
年
で
は
な
か

2
0
0
8年
は
、

っ
た
で
し
ょ
、
っ
か
。

ア
メ
リ
カ
の
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム

ロ
l
ン
問
題
に
端
を
発
し
た
国
際
的
金
融
危
機

で
、
日
本
の
景
気
も
大
き
く
後
退
し
、
大
企
業
の
減
産
等
で
、
下
請
け
の
中
小
企

業
が
さ
ら
に
厳
し
い
状
況
に
追
い
込
ま
れ
た
り
、
派
遣
労
働
者
等
の
雇
い
止
め
や
、

リ
ス
ト
ラ、

ま
た
新
卒
者
の
内
定
取
り
消
し
と
い
う
事
態
が
拡
が
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
生
活
を
守
る
べ
き
政
府

・
麻
生
政
権
は
、
何
の
政
策
も
打
ち
出
せ
な
い

ま
ま
迷
走
し
て
い
る
状
況
で
す
。
食
の
安
全
も
保
障
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
、
政
府

与
党
に
何
の
信
頼
も
寄
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
今
、
私
た
ち
が
望
む
こ
と
は
、

そ
れ
こ
そ
「
の
}出
口
mσ」
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

大
阪
で
は
、

2
月
に
橋
下
知
事
が
誕
生
し
ま
し
た
。
大
阪
府
の
財
政
状
況
を

「
破
産
会
社
」
と
決
め
付
け
、

「赤
字
財
政
を
解
消
す
る
た
め
」
と
い
っ
て
、
大
幅

な
人
件
費
の
削
減
や
、
事
業
を
見
直
し
等
、
府
民
に
大
き
な
痛
み
を
押
し
付
け
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
次
に
は
、
「
大
阪
の
教
育
は
崩
壊
し
て
い
る
」
と
、
今

ま
で
積
み
上
げ
て
き
た
大
阪
の
教
育
を
そ
れ
こ
そ
壊
そ
う
と
し
て
き
で
い
ま
す
。

日
E
ロ
胃
」
は
何
で
も
い
い
と
は
限
ら
な
い
こ
と
も
私
た
ち
は
学
ん
だ
の
で
は
な

い
で
し
ょ
、
っ
か
。

2
0
0
7
年
参
議
院
選
挙
で
与
野
党
が
逆
転
し
、
年
金
問
題
な
ど
今
ま
で
隠
さ

れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
、
政
治
を
変
え
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を

私
た
ち
は
確
信
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
次
は
、
衆
議
院
解
散
総
選
挙
で
す
。

今
こ
そ
、
怒
り
を
パ

ワ
ー
と
し
、
安
心
・

安
全
な
生
活
実
現
の
た
め
に
、
と
も
に

動
い
て
い
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
雇
用
の
問
題
、
医
療

・
福
祉

・
教
育
の
問

題
等
々
課
題
は
山
積
で
す
。

一
人
ひ
と
り
が
大
切
に
さ
れ
る
社
会
を
築
い
て
い
く

た
め
に
、
こ
れ
か
ら
も
全
力
で
と
り
く
み
ま
す
。

ま
た
、
格
差
拡
大

・
貧
困
化
が
子
ど
も
た
ち
を
も
巻
き
込
ん
で
い
る
中
で
、
少

し
で
も
明
る
い
未
来
を
子
ど
も
た
ち
に
用
意
す
る
た
め
に
も
、
子
ど
も
支
援
を
中

心
に
し
な
が
ら
市
議
会
議
員
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

2
0
0
9年
は
ど
ん
な
年
と
な
る
で
し
ょ
う
か
。
い
え
、
ど
ん
な
年
に
し
て
い

く
の
か
、
共
に
知
恵
を
出
し
合
い
、
共
に
動
い

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す。

一
人
の
力
は
微
弱
で
す
が
、
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
で
力
は
大
き
く
な
っ
て
い
く

と
信
じ
て
い
ま
す
。

「
平
和

・
人
権
・
共
生

・
環
境
」
を
軸
に
、
皆
さ
ん
の
思
い

を
し
っ
か
り
と
受
け
と
め
な
が
ら
こ
れ
か
ら
も
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。

本
年
も
よ
り

一
層
の
ご
指
導
、
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
と
と
も
に
、

皆
様
の
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
あ
げ
ま
す
。

'¥y'T' 

メセナひらかた
'¥Y" 

日ン

文

り
ん』

b
白
甲
マ
ト
AF

B
'

h
ド
員

っ

野
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一、.一

刻。ノ昨
年
は
様
々
な
異
変
が
続
き
ま
し
た
。

安
倍
・
福
田
と
二
代
続
く
無
責
任
な
政

権
投
げ
出
し
に
続
く
現

・
麻
生
政
権
は
、

ア
メ
リ
カ
の
金
融
経
済
問
題
が
深
刻
化

し
た
時
期
に
お
祭
り
騒
ぎ
の
総
裁
選
の

果
て
に
誕
生
し
ま
し
た
。
そ
の
聞
に
投
資

銀
行
リ
l
マ
ン
・
ブ
ラ
ザ
ー
ス
が
破
綻
、

世
界
同
時
株
安
が
勃
発
し
、
日
本
の
実
体

経
済
に
大
き
な
影
を
落
し
ま
し
た
。
そ
し

て
、
今
な
お
有
効
な
経
済
対
策
を
打
た
ず

に
解
散
総
選
挙
か
ら
逃
げ
る
麻
生
内
閣

の
信
頼
度
は
、
急
落
し
た
内
閣
支
持
率
を

見
る
ま
で
も
な
く
地
に
堕
ち
て
い
ま
す
。

い
ま
、
私
た
ち
の
く
ら
し
は
経
済
や
雇

用
の
不
安
に
加
え
、
少
子
化
や
子
育
て
・

教
育
問
題
、
事
故
米
や
食
品
汚
染
に
よ
る

食
卓
の
危
険
、
さ
ら
に
は
医
療
崩
壊
の
危

機
を
抱
え
て
い
ま
す
が
、
政
府
与
党
の
対

応
は
「
消
え
た
年
金
問
題
」
と
同
様
に

遅
々
と
し
て
進
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

今
の
閉
塞
感
の
漂
う
社
会
・
経
済
状

況
を
大
き
く
変
え
る
た
め
に
は
、
国
民

の
意
思
と
選
択
に
よ
っ
て
政
治
を
変
え
、

こ
の
国
の
仕
組
み
を
大
き
く
変
革
さ
せ

ね
ば
な
り
ま
せ
ん。

私
は
、
こ
の
国
の
次
世
代
を
担
う
子
ど

も
の
教
育
環
境
問
題
に
真
撃
に
取
り
組

ま
れ
る
野
村
市
議
会
議
員
と
力
を
合
わ

せ
、
こ
の
国
の
将
来
と
国
民
と
く
ら
し
を

守
る
た
め
に
、
政
治
を
変
え
て
参
り
た
い

と
思
い
ま
す
。
皆
様
の
変
わ
ら
ぬ
温
か
い

支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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12月9日-19日に開催されました。

案件は

・ 2007年度決算特別委員会審議結果の報告

・ 損害賠償についての報告 ・ 枚方市職員給与条例等の一部改正

・ 枚方市野外活動センター条例の一部改正

・ 市立枚方市民病院事業の使用料及び手数料条例の一部改正について

・ 指定管理者の指定、一般・特別・事業会計補正予算について ・ 人事案件

等が審議されました。いずれも可決されました。

人事案件では、木下副市長が引き続き副市長を務められることになりました。

全員協議会

1 )新病院整備実施計画(案)について

2 )新病院整備に向けた長期財政フレーム改定の基本的考え方について

新病院整備実施計画は2009年 2月に取りまとめられる予定です。 2013年度中

に開設に向け、財政状況、看護師 医師不足など課題は山積ですが、着実に

すすめられていくように努力していきたいです。

野村いくよの最新情報より…
10月30日(木)~31 日(金)世田谷区で第 7 団地方自治と子ども施策全国自治

体シンポジウムが開催されました。全体テーマは「子ども支援の総合化Jo31日

分科会「子ども条例の制定と実施」に参加しました。

条例制定にあたっては…ー権利とわがままの議論・議会において全会一致・

どの部署がリーダーシップをとるのか等が主な課題となるようです。子どもの

権利の問題は条例で決着するわけではありませんが、条例は、施策・事業の法

的根拠になります。

「児童領祉は、子どもを保護の対象。教育は、子どもを指導する対象。支援は、

子どもが持っている本来の力を信じること」と述べられたのですが、おもわず

領いてしまいました。

ライフサイクルアプローチという言葉を使われましたが、「子どもはいずれ大

人になる」子ども→若者→地域の担い手 ということにも納得。

「子どもにやさしいまちづくりjをすすめたいと思っている事に自信を持つこ

とができ、とてもたくさんのことを学ぶことができました。そして何よりもこ

んなにたくさんの人が、各自治体で、子どもの権利をベースに子ども支援施策

を行っていこうとまじめに取り組まれていることを知る乙とができ、とてもう

れしくなりました!! 

それから各自治体での部署のネーミングにも感心してしまいました。子ども

未来課というのもありましたよ。これからもがんばっていきましょう。

野村いくよは、 2007年度決算特別委員会で質問しました。

一般質問事項

1 :教育について

①通学区域の弾力的運用について

2:保育所の環境整備について

3圃防災・減災対策について
②全国学力・学習状況調査及び大阪版学力テストについて
③子どもたちの放課後の過ごし方について 4:ワーク・ライフ・バランスについて

④ふれ愛・フリ ・スクエアについて

野村いくよの質問φ⑤教職員の多忙化について
⑥夜間中学について

通学区域の弾力的

運用について

教育委員会は、枚方市学校規模等適正化審議会の答申を受け、適正化基本方針を

決められました。その漉正化実施の基本的な考え方の一つに「小学校単位で中学

校の通学区域を構成する(一小一中)。また、その自然な通学の様態については、

解消を図るjが示されています。そ乙で、友人関係 ・部活動に関するととで指定

校変更理由の大半を占める中学校指定校変更を可能とする通学区域の弾力的運用

ですが、一小一中を進めていくととによって、その理由の一つが解消されること

となります。小学校区コミュニティを大切に、今後も地域づくりを行っていくな

らば、中学校通学区域の弾力的運用について検証が必要ではないでしょうか。

答 i学校規模等適性化により、いわゆる「一小一中Jを進めていくととで友人関係や逮学区域を理由と

Eした指定校変更の申し出は減少していくものと考えておりますが、引き続き、中学校通学区域の弾

弁 i力的運用については、適正iこ行っていきます。

この 5年間、確実に指定校変更されている人数の割合は増えてきています。学校現場ではどのよう

な影響があるのかなど、検証を是非行うように要望しました。

学校の自由選択制を行っている自治体には、希望者の差が拡大してきた乙となどを理由に見麗しが

されているところがあります。私は、枚方市の通学区域の弾力的運用の制度には問題があると考えて

います。

2007年度決算特別委員会質問内容

1 )男女共同参画推進事業費(DV防止対策事業経費)に

ついて

2 )地域子育て支援事業経費について

3 )児童福祉費 母子家庭等自立支援事業経費について

4 )英語教育推進事業について

野村いくよの質問φ

5 )子ども工ンパワメン卜支援事業について

6 )総合的教育力活性化事業経費について

7)枚方公園青少年センタ一青少年相談事業

経費について

8 )地域づくりデザイン事業経費について

枚方公園青少年セ

ンター青少年相談

事業経費について

乙の事業は、 2007年 8月より始められたとの乙とですが、どんな事業で相談状況

はどうですかっ

答

弁

対象者は、おおむね26歳までの青少年及びその保護者等で、祝日を除く、第1・3火曜日の月 2回
を相談日とし、臨床心理士等の資格を有する専門相談委員を配置し、 1回50分の相談時陪を 1日6

区分設けています。 2007年 8 月 ~2008年 3 月までの相談件数は34件で、主な内容は、引きこもり関

係、進路関係、不登校関係などです。

潜在的に相談を必要とする学齢期を越えた青年たちやその保護者は本当に大勢いると思います。情

報が当事者に届くようにされることと、事業の充実を要望しました。

こんな乙とがバち
決まりました!、と3

- 留守家庭児童会開室延長

2009年4月より19時まで延長されます。

保育は希望制、月1，000円
障害ある子どもたちの対象学年拡大については、要望し

ています。

- 枚方市内歩行喫煙
10月より禁止されています。枚方市駅、くずは駅周辺

では12月から路上喫煙も禁止されています。

.r無保険Jの子どもたちが救済
国民健康保険料を滞納している家庭の「無保険jの子ど

もたちが、一部救済されることに

11月26日厚生委員協議会で、枚方市では、 12月から18

歳未満の「無保険」の子どもたちに3ヶ月の短期保険証

を交付する内容が報告されました。

本来市によっての対応ではなく、政府として一律の救済

方策を行なうべきだと意見書を用意していましたら 固

として、国保改正で、滞納世帯であっても中学生以下の

子どもに 6ヶ月の短期保険証を交付する乙ととなりまし

た。民主党案では、 18歳以下が対象であったので、対象

拡大に向けてさらに取り組んでいかなければならないと

思います。
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